
ノ
品
百
申
一
な
飯
事
円
山
獄
事
は
ベ

t
び
で
す
〉

得
4ffIfIII 

本庁 71.910 (世帯17.209)
大野 19 ， 430 ( "4,053) 
神間ム219 ( 11 793) 

揖島 1，927 ( 11 343) 

岡崎 1.5却(" ?11) 
金 IE 2 , 132 ( " 424) 

梅 4.羽5 ( 11 825) 

土択 3 ， 786 ( 11 612) 

金~ 4， 441人( 11 797) 

-2)3 1 日現在一

人口総数 113.679 

世脅総数 、 25， 327

市域箇積 67.97Km2-

人口密度 1.672 

前月比・世微増 田

人口・社会場 2íl3 自勲増 116
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i i 事長男監;詳言語Ei i 
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毒与定義 552 長占 2555

も

しも

門
徴
収
諜
〕
市
は
、
二
月
十
五
店
、
平
塚
信
用
金
閣
四
階
ホ

1
1
Mに
、
沼
和
一
一
一
十
六
年
度
優
良
総
説
貯
蓄
癒

合
表
彰
式
を
一
単
行
、
今
年
度
た
か
い
納
税
成
績
を
お
き
め
た
百
七
十
一
組
合
を
表
彰
し
ま
し
た
。
と
の
表
彰

は
平
塚
市
約
編
貯
蓄
飯
合
表
彰
要
綱
に
も
と
づ
く
も
の
で
、
援
護
彰
組
合
は
、
い
ず
れ
も
、
と
の
要
一
縦
の
表

彰
基
準
ハ
市
税
九
九
%
以
上
納
期
内
納
付
)
の
条
件
を
有
し
た
も
の
で
ナ
@

本
年
度
の
表
彰
組
合
数
は
、
一

O
O
バ

「3
セ
ン
ト
完
納
組
合
百
五
十
一
、

パ
ー
セ
ン
ト
納
付
紹
合
一
一
十
、

七
十
一
組
合
で
、

市政月報

〔
民
生
課
]
昨
年
の
第
一
一
一
十
九
磁
時
同
開

会
で

h
v

占
領
濯
な
ど
に
よ
っ
て
被
害
を

受
け
た
人
に
対
ナ
る
給
付
金
の
支
給

e

に
つ
い
て
の
法
曹
が
成
立
、
昨
年
十
二

月
末
か
ら
効
力
を
発
し
、
い
ま
ま
で

に
、
こ
の
種
の
彼
醤
を
受
け
た
人
に
対

し
て
一
定
の
給
付
金

が
支
給
さ
れ
る
と
と
~
新

に
本
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
つ
い
て
灘
浜
~

調
達
局
で
は
、
一
一
一
十

六
年
度
か
ら
一
一
一
か
年
計
溺
で
、
支
給
対
ら
給
付
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
い
柏
村
金
の
基
準
は
次
の
と
お
担
で
す
。

象
者
か
ら
の
務
求
申
請
を
受
け
付
け
る
る
よ
う
に
な
っ
た
わ
け
で
す
。
①
療
養
給
付
金

e
療
養
期
間
六
十
倍
来

ζ

と
と
し
、
と
の
む
ね
市
へ
通
知
し
て
今
回
の
支
給
は
、
い
ま
ま
で
に
受
け
取
満
は
間
千
五
百
円
、
六
十
日
以
上
一

き
ま
し
た
。
っ
て
い
る
舎
額
と
、
あ
た
ら
し
い
支
給
年
未
満
は
一
方
志
千
円
、
一
年
以
上

戦
後
宮
本
へ
進
駐
し
た
連
合
国
占
領
基
準
額
と
を
く
ら
べ
て
、
そ
の
差
額
分
の
場
一
告
は
一
一
一
万
円
。

霞
な
ど
に
よ
っ
て
被
害
ぞ
受
け
た
人
ぞ
退
加
支
給
す
る
と
い
う
も
の
で
、
二
②
休
業
給
付
金
・
収
入
ぞ
得
る
こ
と
が

で
、
波
宮
寝
入
り
の
か
た
ち
で
い
ま
年
後
の
昭
和
一
一
一
十
九
年
一
一
一
月
ま
で
、
静

だ
に
な
ん
の
補
償
も
受
け
て
い
な
い
世
間
期
闘
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
お
心

入
、
あ
る
い
は
、
す
で
に
給
付
金
ゃ
あ
た
り
の
方
は
、
早
め
に
、
市
役
所
民

見
舞
金
を
も
ら
っ
て
は
い
る
が
、
そ
生
高
齢
へ
と
栢
談
く
だ
さ
い
。

れ
か
般
緩
に
す
習
る
人
は
、
あ
た
ら
あ
た
ら
し
く
哲
也
ら
れ
た
占
領
事
な
と

し
い
法
津
の
基
準
に
応
じ
て
、
隠
か
に
よ
っ
て
加
え
ら
れ
た
被
害
に
対
ナ
る

一一一

ま

日
占
領
軍
に
よ
る
被
答
者
に
給
付
金
日

い
ま
す
。

・
消
防
車
九
台
ハ
平
塚
七
、

大
磁
一
、
二
箆
〕
〉
。
市
広
報
車
一

台
、
計
十
台
。

〔
ム
罫
線
爾
怪
物
品
・
修
理
・

印
刷
な
ど
の
一
般
業
者
は
次
の

手
続
曹
を:
p
i
-
-
i
a
i
・e
-
i

マ
平
時
制
き
務
関
・
濁
月
一
一
一
白
か
ら

同
月
二
十
店
ま
で
に
会
計
課
ヘ

マ
脳
裏
議
録
・
。
入
払
箆
穣
参
加

(
継
続
〉
綴
⑦
篠
田
睦
書
③
納
税

夜
秘
書
(
扇
税
・
県
税
e
市
町

村
税
各
通
)
④
決
算
欝
門
会
社

綴
織
の
み
〉
⑤
議
記
神
本
門
会

社
組
織
の
み
)
。
各
一
遇
。

〔
建
磁
謀
関
係
〕
土
木
建
索
工
事

閣
制
係
業
者
は
次
の
嬰
領
で

i
Z
-

ム
手
続
き
綴
閲
・
間
同
月
一
日
か
ら

同
月
十
五
留
ま
で
に
箆
説
明
開
ヘ

マ
必
婆
嬢
類
・
入
札
園
田
積
指
名
参

加
関
②
緩
藤
書
③
納
税
証
開
明
謹

④
遊
一
議
註
開
明
書
⑤
営
業
町
市
街
議

⑤
賢
一
記
簿
抄
本
⑦
身
分
説
明
醤

各
一
遇
。

と
の
手
続
嘗
を
し

な
い
護
者
は
、
一
一
一

十
七
年
度
、
市
役
所
・
支
所
出
援

所
@
教
育
泰
覧
会
・
消
防
署

6
市

立
の
学
校
・
図
欝
館
入
ム
民
輯
師
事
診

療
所
・
保
育
所a競
輪
場
な
ど
か

ら
の
発
訟
を
受
け
b
れ
な
く
な
り

ま
す
。
管
必
要
な
書
類
の
夜
間
関
年

月
留
は
、m同
月
一
一
回
以
鞍
の
も
の

に
限
り
ま
す
e
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誠
動
小
校
庭
で
完
成
を
祝
う
鑓
係
者

"" 

かつらひ

郡
市
対
抗
駅
伝
で
三
位

品
、
醐
門
社
会
教
育
輔
副
】
蕪
教
愛
主
銭
、
神
奈
一
六
区
清
水
溝
閉
山
〈
平
塚
〉
、
間

「

μ

一
川
県
援
協
主
管
の
一
第
十
六
回
都
市
対
抗
ト
山
惑
通
ハ
大
野
〉
、
第
八
区
品

一
町
駅
伝
競
走
大
会
は
、
二
月
十
一
日
(
日
)
一
(
大
野
〉
、
第
九
区
紫
頼
邦
久

一
川
間
岡
市
役
所

t

湯
相
川
原
観
出
品
協
会
前
ま
一
水
〉
。

一
で
の
九
区
間
八
十
六
キ
ロ
に
十
七
チ

1

一
ー
ー
ー

玄
が
参
加
し
て
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
わ
一
弘
罫
・
融
富
嘩
F

喜
一

一
が
平
塚
チ

1

金
、
ょ
く
強
豪
霊
三
駒
離
符
灘
認
唱

す
ん
三
位
川
簡
に
十
一
一
一
務
震
で
ゴ

1
1
ぺ
一

宝
塚
市
と
し
て
は
は
じ
め
て
の
一
一
夜
一
新
就
職
者

一
壱
獲
得
し
ま
し
た
。
平
塚
は
過
去
に
お
十

J

一
い
て
一
一
一
十
五
記
に
七
位
、
そ
れ
以
前
に
一
門
嵐
長
儀
掻
保
険
様
〕
む
と
し
の
春
、
一
保
険
に
二
蚤
加
入
、

一
市
出
位
を
得
て
い
ま
ナ

e

上
位
チ
ー
ム
の
一
中
学
校
以
上
の
学
校
を
卒
業
し
て
、
会
一
お
こ
ら
設
い
よ
う
と
注
意
く
だ
さ
い
。

一
成
績
次
の
と
お
り
。
一
社
や
ヱ
績
な
ど
に
つ
と
め
る
人
は
、
大
一
手
続
曹
は
、
職
場
か
ら
あ
た
ら
し
い
目

白
一
円V犠
勝
績
浜
市
ハ
4

時
間
自
分
ぬ
秒
〉
一
部
分
、
そ
れ
ぞ
れ
の
織
場
の
健
康
保
険
一
康
保
険
者
誌
を
受
け
と
っ
た
ら
、
品

A
U
F一
一
位
川
階
市
ハ
4

時
滴
四
四
分
悩
秒
)
一
に
加
入
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
一
ぐ
、
い
ま
ま
で
使
っ
て
い
た
関
係
の
掛

口
一
三
位
年
塚
市
す
時
鶴
岡
山
会

υ
秒
〉
一
こ
の
う
ち
、
い
ま
ま
で
、
鼠
鐸
の
被
全
保
険
者
昨
季
添
え
て
、
届
け
出
だ
い
止

U
一
四
位
小
田
原
ハ4
時
間
的
分
認
三
険
者
円
加
入
き
で
あ
っ
た
人
は
、
当
一
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

E
a
一
五
位
茅
ケ
崎
ハ
5

時
間2
分
げ
秒
〉
一
然
、
留
保
か
ら
ぬ
け
る
手
続
曹
を
と
っ
一

l
i
l
i
l
i
-
-
l
i

同
一
六
位
中
空
5
露
8
詰
秒
〉
一
て
い
た
だ
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
と
の
一
身
体
障
害
考

は
ず
平
塚
市
代
表
選
手
ム

H
敬
称
略H

一
量
産
、
法
律
で
、
職
場
の
健
康
保
巡
回
更
生
相
談

日
一
第
一
区
加
藤
健
二
ハ
平
号
、
第
二
区
一
険
に
は
い
っ
た
と
ま
ら
十
白
以
内
に
一
一
一
十
一
言
に
母
子
寮
て

E

幽
石
狩
尊
ハ
費
留
〉
、
堅
一
一
区
飯
尾
弘
一
市
役
新
鼠
民
健
康
保
険
課
へ
と
つ
~
て
い
二
信
社
事
務
所
〕
三
月
二
十
一
一
言
午
前

ハ
須
賀
)
、
第
四
区
小
林
博
夫
(
伸
一
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
一
十
時
か
ら
午
後
記
時
ま
で
、
今
年
墜

@
、
慰
霊
川
ぷ
遥
六
ハ
馬
る
第
、
羅
場
の
健
一
罷
保
険
唱
え
市
の
霞
民
健
康
一
後
の
身
体
障
答
者
巡
回
語
一
比
相
談
島

ι、

報

as 572人もへる 翠
警 護委選挙人名鰍定署
そ歩のに十 ζ 簿霊岳会扇
、の以う生七のを貿は〕

草書長信書著書長量
iZ 雪量 525 要 iz
はと反者前和 e 名業員

32ZZ露害時五雪 53
E君主専 管 υ 十ま作
部前 一内と九ナに

天童さ主売高実霊き士五喜
三八三五八二三八て書官録す

ーっI"""\l"""\í"'I 1"""¥ 1"""\公安室露天
六三 ~ 閉三ナ五数が

誠意毒提言語:野署

員Z話再穏雲 23時
二袋詰室哲君事さ三J五八五
日島一回 ちム二九寸τ~
箱U郎〉進位豆.s.:'二八五 o
千軒 、 f、 f、 r、 lL IJ ‘ f、 r、 r、 r、

二二今事喜 怒号妻苦言{喜喜一二インー

間 ;δ許諾語

CDI!E犠務年学総・畿二E重量に従事する青少年諸君を対象 (1∞名)

②家裁青年学級・重量致、生活改善幸告内容 E する女性コース( 100名)
③趨業青年学級・薦議経営に関心をもっ譲君を対象( 100名)

③文化警年学緩・趣味や芸能的分聖子で研究Lt.こい諸君を対象 (1∞名)

一通信教育(瀧 i.i高校普通科) -36年 3 月と 37"手 3 月中ポ者を対象

苦参加希望者位、 10名門グルーフーをつくり、 3 月 24臼("J:)までに市教育委員会社会

教育翠(窓1920)へ。暁磁館割り引き、模範生は県外筏察へ υ 党講料一切無料

アヂ， 人 ? 、



(衛生課)小児マヒの定期予防接
種を次のとおむ行ないます。
φ控室喜重g ・ 4 月告白見附台武道場

H 10目見附台武道場
φ時間・両日とも午後 1 時30分
3 時まで
φ対象ー①昭和35年10月 1 日 -35
卑 1 月 15日までに生れた子(昨年
秋の第 2"主聞にひ吉つづく第 3 1QJ

4 自の接語〉②昭和36年 4 月 1 日
36年 9月初日までに生れた赤ちゃ
ん〈新規該当児として今回第 1 白
白の接種です。第 Z"苦図は次回の
短期接種で行主います)。以上霊芸、
当者には個人通知をさしあげるこ
とになっています。

否
問
。

。
所
得
税
を
負
担
し
て
い
る
家
庭
・

そ
m
E額
に
応
じ
て
、
九
百
円
t
}

干
一
一
一
百
円
ま
で
。

明
る
い

い
街
の青

年
会
議
所
で
公
募

門
筋
工
諜
〕
平
塚
背
年
会
議
所
は
、

1>ラ/オニホ/ ~~ 

込 [Ii)~\ ι1 が18.20--35

ごろん主クi!l_.j-持(ょ紫

夕、吋ノフラ/キ J界

小村村信1 jj 十11ド f

'i付メイ f 京 ~f 英

t出) !ラ 7、鈴凸憐戒

静テレヒ 鷭T ¥' f手

j控 H 新 8 .45-9.00~n 
J主 くりし何気象台(

武村忠雄御 fiHd!r

μ 葉子など )0

この番組にタイヤ Jl を

おfトせ<き\ (選竹)

語道日謬丘二アレじラジZ



ど
間
行
さ
れ
た
受
持

も
申
し
て
お
ら
れ
る

よ
う
に
、
①
友
だ
ち
は
限
定
さ
れ

談
議
官
、
扱
っ
た
奨
際
郷
か

b
a
s
e
-
-
-て
い
る
②
図
財
閥
と
体
育
は
よ
い
喝

謡
、
.
…
私
は
八
人
の
子
ど
も
を
と
い
っ
て
い
る
か
ら
②
し
を
ほ
め
て

汁
パ
持
つ
母
親
で
ご
ざ
い
ま
や
る
こ
と
で
す
ネ
。
遊
ぶ
こ
と
は

ず
a
m
畑
の
仕
事
に
追
わ
れ
て
い
一
楽
し
い
も
の
で
す
。
般
を
よ
ご
す

ま
す
の
で
、
子
ど
も
は
魚
取
り
や
ぐ
ら
い
度
を
過
ぎ
な
い
程
度
の
行

テ
レ
ピ
で
遊
び
ま
わ
っ
?
動
に
は
親
が
と
や
か

で
い
ま
す
。
病
気
一
つ
一
、
品
騨
烈
婦
似
渇
く
言
わ
な
い
よ
う
に

し
な
い
の
が
と
む
得
で
z
f抑
制
節
融
緩
唱
し
た
い
も
の
で
す
。

ナ
が
喝
親
と
し
て
は
も
機
鋒

j
v・
明
縫
顔
料
仰
向
か
仕
事
を
し
た
後

う
少
し
家
事
の
手
伝
い
綴
Y
臨
時
岬
包
‘
で
は
ほ
め
て
や
る
と

や
強
勉
に
熱
宇
入
れ
て
緩
際
機
機
縁
畷
隊
司
と
が
必
嬰
で
、
何
を

ほ
し
い
と
恩
っ
て
い
ま
し
て
も
駄
目
だ
と
議

す
。
ど
う
し
た
ら
よ
ろ
し
い
で
し
か
ら
決
め
つ
け
な
い
よ
う
に
す
る

よ
う
。
と
と
で
す
ネ
。
テ
レ
ビ
の
こ
と
で

す
が
、
見
た
あ
と
に
質
問
し
て

や
る
こ
と
が
大
事
で
こ
れ
に
よ

っ
て
国
語
の
勉
頭
へ
結
び
つ
き

ま
ナ
。
勉
強
に
興
味
を
持
た
せ

る
に
は
、
ド
リ
ル
使
用
の
宿
扇

も
一
方
法
で
す
。
完
生
に
お
顔

い
す
る
こ
と
は
、
や
っ
て
き
た

こ
と
を
教
僚
も
認
め
防
げ
ま
し

て
や
っ
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昭和 37年 3 月初段

江戸時代の 250 缶閉幕府はと
とぎらJit盟主に架橋を行わず渡船

で始終したeζれは技術的叉は
経E詩的主主砲もあったかもしれな

いが寝略的意味がよl)大きかっ

た故と見るべきだろう。

控室路上のいざとぎのために隷

なくして惨殺されと伝える三島

盤倶七の言語本ど王室れである。

百召手口33年この砕を建てた所は

替から溺死人や渡総事故で死ん

だ人を塑葬した場所で無重量塚と

呼ばれ馬入のこころある人たち

は供養のた岳豆腐をあげるを椀!

とした。〕設には三島濠輿七が

呂を祭かれて死んだので自毘疾平

癒祈際や部]礼のために滋腐を供

えるのだともいう。

碑と台石は[日江戸域の用石、

i'f 

幸量iま水量量も多く

iこたつ篤入111霊童難者の供議議

繋緩議


